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ll)岡仰樹 (1999)森林火災はテナガザルの核家

族社会にどう彩管したのか｡節9回日本無碍生

態学会 (1999年6月､千乗)｡節9回日本熱耶生

態学会大会三拝硫安日仏p.42.

12)Sprague.D.S.･松本晶子 (1999)マハレ山塊

のヒヒとチンパンジーの遊動域と食物の成合｡

耶15回日本霊長類学会大会(1999年6月.宮崎)｡

霊長炊研究 15:414.

行動神経研究部門
思考言語分野

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之

<研究概要>

A)チンパンジーの認知 ･言招機能の比較認知科

学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･

南雲純治l)･川合伸幸2)

チンパンジーとヒトを対象に.認知 ･音泊機

能の比較研究を継続しておこなった｡主として､

1個体のテスト場面で､色の認識.数の認識､推

移紐の認識.カテゴリー認識､運動する刺激の輪

郭の知覚､トークン使用､ビデオ画像の記憶など

の研究をおこなった.これらは､以下の研究者と

の典同研究である｡藤田和生(京都大学)､森村成

料(林原博物館).ドラ･ビロ(オックスフォード

大学).クローディア･ソウザ (コインプラ大学)｡

B)対面ないし社会的場面におけるチンパンジー

の知性

松沢哲郎 ･明和政子3)･平田 聡4)

プレイルームでチンパンジーとヒトが対面す

る場面ないし複数のチンパンジーが同居する場面

で.動作の模倣.他者の意図の理解､遊び行動.

道具使用について研究した｡一群11個体の暮ら

す屋外運動場で社会的知性の研究をおこなった｡

これらは､以下の研究者との共同研究である｡武

田正平 (東京農工大),森村成樹｡

C)野生チンパンジーの道具使用と文化的変兄

松沢哲郎 ･平田 聡 ･明和政子

西アフリカ･ポッソウとその近隣のコミュニ

ティー (ニン八､デイエケ)の行動と生態を冬の
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時期に調査し､ビデオ記録の解析をおこなった｡

また､コドモを対象とした行動発達についての調

充を行った｡これらは.以下の研究者との共同研

究である｡ ドラ･ビロ､クローディア ･ソウず､

大橋 岳 (京大 ･理)､タチアナ ･ハムル (ス

ターリング大学).なお､イギリスBBC.なら

びに放送大学とともに.研究活動の記録を製作し

た｡

D)飼育霊長現の窮境エンリッチメント

松沢哲郎 ･友永雅己 ･鈴木樹理5)･

大蔵 聡6)･旅崎柄刑 7)･前田典彦7)･

落合知美8)

動物福祉の立切から環境エンリッチメントに

関する研究をおこなった｡3次元桐築物の導入や

括樹の効果について評価した｡隣の日本モンキー

センターに植樹をおこない.10mの市さの木製

クライミング ･フレームを村人した.r苑境エン

リッチメントのすすめ｣をインターネットで公開

した｡チンパンジーの居住区域に.ウッドチップ

に続いてシキワラを餌入した｡また､個別飼育さ

れているアカゲザルのケージ内に遊具を帝人し､

そのエンリッチメントとしての効果を行動指標お

よび生理指標の両側面から評価した (東京都神経

研 ･山根 別との火同研究)｡

E)チンパンジーの人工授杓と胎児の税索

松沢哲郎 ･松林捕明5)･道家千聡9)･

熊崎油則 ･前田典彦

チンパンジー2個体 (アイ､パン)に人工授

精を施し妊娠に成功した｡べつに1個体 (クロエ)

が自然交配で妊娠した.合計3組の母親と胎児に

ついて心拍の記録などをおこなった｡

F)チンパンジーの短期記位の屯田

川合伸幸 ･松沢哲郎

チンパンジーの短期記tBの屯田を調べた｡0

から9までの数字3-5桁をコンピュータディス

プレイ上に塁示し.もっとも小さな数字を選んだ

正後の残りの数字を隠し､何項目までおぼえてい

るか検討した｡その結果､5項目以上を一度にお

ぼえていることがわかった｡



G)高齢チンパンジーの見本合わせ課題の習得

川合伸幸 ･松沢哲郎

学習実験のまったくなかった高齢チンパン

ジー2個体を対象にして､その個体たちに見本合

わせ課題を習得させた｡反応のバイアスなどが顕

著で高齢になってからの訓練では.見本合わせ課

題の習得が困難であることがわかった｡

H)チンパンジーにおける視覚認知

友永雅己 ･Jo61FagotlO)

視覚探索課題や同時弁別課題などを用いて､

チンパンジーの視知覚認知について検討を行っ

た｡今年度は顔の方向の知覚における正立方向の

特異仕の効果.サッチャー錯視､主観的輪郭の知

覚と部分一全体的処理の相互作用.相対的数判断

における視覚的注意の役割､単純弁別における視

線方向のプライミング効果などについて実験を

行った｡

I)各棟霊長校の認知発達

友永雅己 ･鈴木樹理 ･大歳 聡 ･

明和政子 ･茶谷 責 11)

マカクザル､リスザル､アジルテナガザルの

新生児を対象に､物理的 ･社会的認知能力とその

先述などについて検討を行った｡今年度は.乳幼

児川の迎動発達,新生児におけるニオイ刺激のス

トレス穏和効果.新生児模倣の比較発達的研究､

朗の認識過程の発達的変化､視線認知の発達.チ

ナガザルの音声応答についての研究､注視時間法

を用いた各種認知能力の初期発達の検討.および

ニホンザル乳児におけるカテゴリ化の発達などに

ついて枚肘を行った｡これらは､以下の研究者と

の共同研究である｡藤田和生 ･石川 倍 ･桑畑裕

千 (京都大).川上清文 (聖心女子大)､橋弼和秀

(束京大)､山口真美 ･村井千寿子 (中央大).金沢

創(三菱生命研).脇 知子(立命大)､寺浮直子(中

京大)｡

J)チンパンジーにおける発情周期の認知課題遂

行に及ぼす影響

友永雅己 ･鈴木樹理 ･大蔵 聡 ･

田中正之 ･中村 実12)･阿部恒之12)

チンパンジーの日常的に行われている認知課

題の遂行と発情周期との関係を調べるため.認知

実験前後に唾液を非侵襲的方法により採取すると

ともに､性皮の腫脹度を記録した｡

K)チンパンジーにおける既知個体の顔の知覚

田中正之

成体チンパンジー5個体を対象として､顔写

真を刺激とした見本合わせ課題をおこなった｡結

果から､チンパンジーが写真を通して個体を同定

できること､さらに血縁関係のある個体同士は見

間違いやすく.血縁個体の顔の間に較似性を知覚

していることがわかった｡

L)飼育チンパンジーにおける道具使用

MauraLuciaCelli4)･平田 聡 ･友永雅己

実験室内での単独個体場面､ベア飼育場面

(三和化学熊本霊長類バークにて実験)と屋外放飼

場での集団場面で､ハチミツなめやジュース飲み

における道具使用行動について､その粧得過程を

検討するとともに.エンリッチメントしての効果

についても検討した (三和化学 ･鵜殿俊史,寺本

研.長野邦寿との共同研究)｡

<研究業損>

論文

一英文-

1)Biro,D.&Matsuzawa,T.(1999)Num erical

orderinginachimparm (PantTOgbdytes):

planning,executing.andmonitoring.

JournalofComparativePsychology113(2):

178-185.

1)認知学習分野技官

2)COE非常勤研究員

3)日本学術振興会特別研究員(PD)
4)大学院生

5)人類進化モデル研究センター

6)器官調節分野

7)人類進化モデル研究センター技官

8)思考言語分野技能補佐員

9)思考言語分野研究生

10)日本学術振興会外国人研究員

ll)国士給大共同研究員(1999年4月～5月)

日本学術振興会特別研究員(PD)(6月から)

12)安生堂ビューティーサイエンス研究所
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2)Fagot.∫..Deruelle.C.也Tomonaga.M

(1999)Perceptiondesdimensionsglobales

etlocalesdestimulivisuelschezleprimate.

Primatologie2:61-77.

3)Kawai.N.& Kitaguchi.K.(1999)

Evidencesforwithin-Compoundlearning

inaninstrumentalconditioningwithrats.

BehaviouralProcesses44(3):317-322.

4)Kawai,N.&Sugiok孔K..(1999)Astudy

ofemotionalityassessedusinglicking

suppressioninratswithmicroencephaly

inducedby prenatalmethylazoxym

cthanolacetate(MAM)treatment.Behavioral

ScienceResearch38(1):1-6.

5)Kawai,N.& Matsuzawa,T.(2000)

Numericalmemoryspaninachimpanzee.
Nature403:39-40.

6)Myowa-Yamakoshi.M.&Matsuzawa.T.

(1999)Factorsinfluencingimitationof

manipulatoryactionsinchimpanzees(Pan

tt･ogJodytes).JournalofComparative

Psychology113:128-136.

7)Tomonaga.M.(1999)Establishing

functionalclassesinachimpanzee(Pan

tL･OgLodytes)witha2-itemsequentia1-

respondingprocedure.Journalofthe

ExperimentalAnalysisofBehavior72:57-

79.

8)Tomonaga.M.(1999)Inversioneffectin

perceDtionofhumanfacesinachimpanzee

(PantrogJbdytes).Primates40:4171438.

-和文-

1)藤田志歩 ･松沢哲郎 ･松林酒明 (1999)チン

パンジーにおける人工授精と妊娠診断｡霊長類

研究 15:251-257.

2)落合知美 ･松沢哲郎 (1999)飼育チンパン

ジーの窮境エンリッチメント:高い空間の創出

とその利用｡霊長類研究 15:289-296.

3)武田庄平 ･筒井紀久千 ･松沢哲郎(1999)チ

ンパンジーにおける砂の対象授作の突験的分

析｡霊長類研究 15:207-214.

4)友永雅己(1999)チンパンジーにおける朗の

方向の知覚-視覚探索課坊を用いて-.霊長琉

研究 15:215-229.
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5)山越百 ･竹元何事 ･松沢哲郎 ･杉山串丸

(1999)ギニア共和国 ･ポッソウにおけるチン

パンジー研究小史.忠良Fl研究 15:1011114.

総鋭

-英文-

1)Matsuzawa.T.(1999)Communication

andtooluseinchimpanzee:Culturaland

socialcontexts.In:ThedesignofAnimal

communication(eds.Hauser.M.皮Konishi.
M.).CambridgeUniversityPress.pp.645-

671.

-和文-

1)川合伸幸 (1999)古gQ的条件づけにおける

USの持続時間の役割について｡心理学評的

42:86･103.

2)松沢哲郎(1999)パリからアフリカへ｡｢先述J
78:105-112.

3)松沢哲郎 (1999)子どもを育てる.r発達｣

79:104-llI.

4)松沢哲郎 (1999)ボルネオのチンパンジー｡

｢発達｣80:104-112.

5)松沢哲郎 (2000)チンパンジーノー ト一九

九九年｡｢発達｣81:103-110.

6)田中正之 ･松沢哲郎 (2000)シンボルの成

立｡rことばと心の発達③jr心の比較認知科学｣

波速茂(描)｡ミネルヴァ書房,京都｡pp.225･
268.

7)辰巳格 ･田中正之 ･伏見貞夫 ･物井寿子

(2000)単語理解のプロセス｡rことばと心の発

達◎jrことばの障書と脳のはたらき｣久保田

競(編)｡ミネルヴァ書房,京都｡pp.279-321.

8)友永雅己 (2000)視覚認知の発生｡rことば

と心の発達(卦Ir心の比較認知科学｣渡辺茂

(揺)｡ミネルヴァ窃房.京都｡pp.83-154.

報告 ･その他

一英文-

1)Matsuzawa.T.Takemoto.H.Hayakawa.
S.&Shimada.M.(1999)Dieckeforestin

Guinea.PanAfricaNews6(1):10-11.

-和文-

1)藤m和生 ･石川惜 ･桑畑裕子 ･友永雅己･松

沢哲郎 (2000)霊長琉乳児における迎動に関連



した初期知識の発達｡文部省科学研究費補助金

特定敵城研究(A) r心の発達 :認知的成長の機

桐｣平成11年度研究成果報告書 pp.64-71.

2)桑畑裕子 ･藤田和生 ･石川倍 ･友永雅己･松

沢哲郎 (2000)マカク乳児における顔図形の認

故.文部省科学研究費補助金特定街域研究(A)

r心の発達 :認知的成長の機構｣平成11年度研

死成火報告書pp.80-85.

3)松沢哲郎 (1999)野生チンパンジーからの

メッセージ｡｢エコソフィア｣3:46-51.

4)松沢哲郎 (1999)チンパンジーの道具と文

化.学位96(8):8-ll.

5)松沢哲郎 (1999)チンパンジーの知性と文

化｡シュプリンガ一 ･サイエンス 14(3):6-9.

6)友永雅己･明和政千 ･等浮直子 (2000)霊長

規における視線の認知｡文部省科学研究費補助

金持近似域研究 (A)r心の発達 :認知的成長の

械桐J平成11年度研究成果報告書 pp.28-33.

暫評

一和文-

1)友永雅己(1999)r比較認知科学への招待j

藤田相生著､ ナカニシャ出版｡科学 69:417-

418.

学会先虫等

一英文-

1)Cclli.M.,Hirata.S..&Tomonaga.M.

(1999)Efficiencyoftoolsandflexibilityof

chimpanzeesinahoneydippingtask.日本

軸物心理学会第59回大会 (1999年5月､金沢)｡

動物心理学研究 49:101.

2)Cclli.M_Hirata,S.&Tomonaga.M.(1999)

T∞luseincaptivechimpanzeesinahoney

dippingandajuicedrinkingtask.第15回El

本Ei長較学会大会(1999年6月､宮崎)｡霊長類

研究 15:446.

3)Celli,M.,Tomonaga.M.,Udono,T.,

Teramoto.M.&NaganO.T.(1999)Le aLming

processesinatoolusingtaskbycaptive

chimpanzees(Pantroglodytes).SAGA2&

COEInternationalSymposium "Evolution

oftheApesandtheOriginoftheHuman

Beings''(Nov.1999.Inuyama,Japan)I.

Abstractsp.10.

4)Celli,M.,Tomonaga.M..Udono.Tり

Teramoto,M.&Nagano,T.(2000)Learning

processesinatoolusingtaskbycaptive

chimpanzees(Pan tTOgLodytes).COB

InternationalSymposium ~phylogenyof

CognitionandLanguage"(Mar.2000.

huyama,Japan).Abstractsp.17.

5)Hashiya,K..Ishikawa,S.,Fujita,K.&

Tomonaga.M.(1999)The"血 tialknowiedge''

aboutthecorrespondenceofauditory-

visualeventsinmacaqueinfants.SAGA2

& COE International Symposium

"EvolutionoftheApesandtheOriginof

山eHumanBeings''(Nov.1999.huyama,

Japan).Abstractsp.30.

6)Kawai.N.&Matsuzawa,T.(1999)"The

magicalnumber5''inachimpanzee.COB

InternationalSymposium ~Evolutionof

theApesandtheOriginoftheHuman

Beings"(Nov.1999Inuyama.Japan).

Abstractsp.38.

7)Kawai,N.(2000)Short-termmemoryin

symbolusein achimpanzee.COB

InternationalSymposium ーphylogenyof

CognitionandLanguage" (Mar.2000.

Inuyama.Japan).Abstractsp.38.

8)Matsuzawa.T.(1999)Intelligenceand

cultureinchimpanzees.SAGA2&COB

InternationalSymposium "TheEvolution

ofApesandtheOriginofHuman Beings

(Nov.1999,Inuyama.Japan).Abstractsp.
43.

9)Matsuzawa,T.(2000)Chimpanzee

intelligenceinthelaboratoryandinthe

wild.COE InternationalSymposium

"PhylogenyofCognitionandLanguage"

(Mar.2000.Inuyama.Japan).Abstractsp.
47.

10)Myowa-Yamakoshi.M.也Matsuzawa,T.

(i999)Imitationofintentionalmanipulatory

actionsinchimpanzees(PantTOgJodytes).

SAGA2&COBImternationalSymposium

"TheEvolutionofApesandtheOriginof
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HumanBeings"(Nov.1999.1nuyama,

Japan).Abstractsp.45.

I1)Myowa-Yamakoshi.M.(2000)Evolutiorury

foundationanddevelopmentofimitation

(PantL･OgJodytes).COBInternational

Symposium "PhylogenyofCognitionand

Language"(Mar.2000.Inuyama.Japan).

Abstractsp.16.

12)Tanaka.M.&Matsuzawa,T.(1999)

Discriminationandcategorizationof

picturesofnaturalobjectsbychimpanzees

(Pan tT･OgJodytes).SAGA2 & COE

IntemationalSymposium TheEvolutionof

ApesandtheOriginofHumanBeings

(Nov.1999.Inuyama.Japan).Abstractsp.
68.

13)Tanaka,M.(2000)Visualperceptionof

naturalobjectsinchimpanzees(Pan

tTOgldytes).COEInternationalSymposium

"phylogenyofCognitionandLanguage''

(Mar.2000.Inuyama.Japan).Abstractsp.
23.

14)Tomonaga,M.(1999)Visualsearchtasks

investigatingthechimpanzee'svisual

perception and cognition.The 2nd

InternationalConferenceonCognitive

ScienceandThe16thAnnualMeetingof

theJapaneseCognitiveScienceSociety

JointConference(July1999,Tokyo,Japan).

Abstract:proceedingsp.52.

15)Tomonaga,M.(1999)Perceptionofshape

fromshadinginthechimpanzee(Pan

tTlDgJodytes).22ndEuropeanconferenceon

visualperception(Åug.1999.Trieste,

Italy).Perception28(suppl.):23.

16)Tomonaga.M.(2000)Visualsearchby

chimpanzees(Pan tTOgLodytes).COB

InternationalSymposium ~phylogenyof

CognitionandLanguage"(Mar.2000.

Inuyama.Japan).Abstractsp.45.

17)Tomonaga,M..Suzuki,J"Ohkura.S..

Nakamura.M.&Abe.T.(1999)Arecognitive

experimentsstressfulworksforthe

chimpanzee(I?antTOgkdyteS)?:Rclationshjp

-47-

betweenperformanceandphysiological

factorsduringcognitiveexperiments.

SAGA2&COBInternationalSymposium

"EvolutionoftheApesandtheOriginof

theHumanBeings"(Nov.1999.Inuyama.

Japan).Abstractsp,71.

-和文-

1)茶谷薫 ･友永雅己(1999)霊長類における運

動の初期発達比較｡第53回日本人類学会大会

(1999年 11月. 東 京 )｡Journalofthe
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南雲純治l)･杉浦秀樹2)

<研究概要>

A)霊長類の聴覚と音声に関する研究

小嶋群三

1頭のチンパンジーの聴覚に基づく環境の理

解に関して､聴覚一視覚の見本合わせ課招により､

以下の点を検討した｡ a)音声によるヒトの性の

理解.b)チンパンジーの個体名の理解､C)ちのの

名称の理解｡a)はこれまでの研究の追試であるが､

性の弁別が可能であった｡恐らく音声の基本周波

数の性差に基づいて判断していると思われる｡b)

については突験宝では理解できなかった｡放飼場

では個体名を理解しているように思われるが､文

脈から切り即された実験室では困難なようであ

る｡C)に関しても斑しかった｡そこでものの音の

擬音泊を串入して訓練したところ､それは理解す

ることができた｡

B)老齢ザルの認知横倍の研究

小切師三 ･土田順子3)･久保南梅子4)

加齢に伴う詑知機能の低下を明らかにする目

的で.老齢ニホンザルのパターン弁別､連続位置

逆転の成約を若年のサルと比較している｡また,

学習セット形成の追加実験を行っている｡老齢ザ

ルは学習セットの形成を含め物体弁別の諸課題で

成約の低下を示す.約瑚網野の下膨隆部から内側

眼窃前頭部にかけての細域が何らかの加齢性の機

能低下を起こしていると推測している｡

C)PETを用いたヒトの認知機能の研究

小切群三

PETを用いて高次認知機能に関わる脳部位

の同定を行っている.上腕手指と口項部の運動の

祝祭と采行時の脳の局所血流瓜の変化をポジトロ

ンCTにより検討した.とくに安静時と比較して､

投票時には視覚閃迎何野が.突行時にはそれぞれ

の運動に関連する感光運動街域と小脳の血流虫が

増加した｡また央行時に血流免の低下を前頭桑や

側頭葉で兄いだしている｡これは東北大 ･川島.

長寿医療研究センター ･伊藤らとの共同研究であ

る｡

D)霊長類のコミュニケーションの比較行動学

正ホ信男

ヒトを含む様々な和の音声.祝党コミュニ

ケーションの比較研究を行っている.

E)サル側頭煎陀内87TJ部のニューロンの視覚応答

性の研究

中相克樹 ･佐藤暢哉1)

サルの噴周囲皮質と泊馬傍回の現先機能差

を､様々な視覚刺激に対するニューロンの応答仕

を比較することで検討している.

F)サル頭頂間柄周辺田城のサッカー ド運動にお

ける役割の研究

中相克樹 ･秦荘雅登4)･高田昌彦4)

サル頭m問溝周辺街域のサッカ-ド運動にお

ける役割を明らかにするため,注視 ･サッカード

中のニューロンの応答性を調べている｡
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